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れ らの えが い た 理想像 は お お む ね 次の よ うで あ る 。
D ，

C，1，N ，　 Co ，　 A ，　 S の 7 っ の 尺度 に お い て は ，1 あ る

い は 2 とい うと こ ろ に は い つ て い る。
0

，
R

，
　 Ag ，　 T の

4 っ の 尺度 は 他 の 尺度 と異 な り，2 あ るい は 3 に な っ て

い る。 か れ らりなか に は 現実 と理想 と が 著 し く相違 して

い るもの が い る 。 その なか に は 現実的な像と理想的な艨

と の あ い だ に ，大ぎな葛藤を感 じて い
1
るもの が い る と と

もに ，深味 の あ る個性，運命 に 対 して 大きな役割を果た

して い る 人間像 を持 つ て い る もの もい る 。

309 顔 と名前の記憶 （2）

　　　　 一 女子学生 に つ い て一

　　　　　　　　　　　　　石 川　　透（静岡大学）

　目的．： 入 学直後 の 学生 が 同級生相互の 顔 と 名前を記憶

す る 過程 を 明か に す る。

　方法 ： 対象は保育専門学院 1年生 A ，B 組計105名 。

教室 の座席 に い る同 級生 の顔 を 見 な が らそ の 姓名 （姓か

名で もよ い ） と 記億 した 理 由を座席表に 記入 。 記憶 の 努

力，興味を 5 段階評定 。 約 1 週 ご との 3 期 に 調査。

　結果 ：各期 ご と の 記億率 （被記億率）は 約38，29， 工9

％ （A 組）の よ うに 減少して ゆ く。 記憶の 誤り も減つ て

ゆ く。記憶数と被記億数 との 相関があ る とは い え な い 。

記
’
億数 と被記憶数の 差 が ＋ 27，− 29 （A 組）の よ うに 著

しい 個人が第 1 期に あ る。 記憶数，被記憶数 と知能 と の

相関 は
一〇．270NO ．295，向性 と の 相関は

一〇．482〜0．386

の 間 に わ た っ た が，全 般的 に み て 相関 が あ る とは い え な

い 。 記億理由に は 名前，座席，自己紹介，役員，性格行

動 な ど諸 種の もの が あ げ られ ，全 員に よつ て記憶 され た

者 に っ い て の 理由も個 々 に 異っ て い る 。 座席 の 近 い 者を

早 く記憶す る傾向が あ る。 第 1期に お い て記憶率 と努力

・興味の 程度 とは 関係があ る と 思われ る D

310　家族員 評定 に よる性格特性仁 関する諸考察

　　　　　　一 他人評定につ い て一

　　　　　　　　　　　篠 原 睦 治（東京教育大学）

　〈 目的〉　家族員が 相互 に 性格評定す る際，そ の 妥当

性は ど の よ うな諸変数 に よ つ て 作用を 受け る か と い うこ

とtcっ い て検討する 。 な お，妥当性は ，あ る約束の も と

に 決め られ た真実性格と評定結果 との 相関係数で あらわ

す。

　〈手続〉　被験者
一

両親 ・子 4 名 （15才〜）実施一
ヵ

一ド72枚 （特性は YG に 準ず る）の 強綱Ω分類。

〈 整理 基準 ＞　 a 評定者側条件
一年令順位，性差 ，自己

客観視能力，閉鎖的 ・開放的性格 。
b 被評定者側条件

一一

年令順位，性差，向性，閉鎖的 ・開放的性格。 c 両者 の

関係に規定 され た条件一性格の 類似度，同異向性，同異

性。 d 性格特性。〈結果と考察〉 幾っ か の 基準が，充分

に 統計的検定 に た え うるもの で は なか つ た が 妥当性 へ の

作用 因子 と して暗示 された 。 っ ま り
・・…

被 評定老 と の 性

格類似度 の 高い ……男子が ……男子 を … Overt な しか・

も……家庭場面 に お い て ， そ の特性を指示する 明らか な

行動が見 られ る よ うな，性格特性を評定す る際，妥当
1陸

は 高ま る。 なお 自己客観視能力  の 閉鎖的開放的性格◎

項 の 再検討 は 有意義で あ ろ う。

311　Q −technique によ る Self−Concept

　　　　の 研 究 （第 2報告）

　　　　　　　　　　　藤 原 喜 悦（東京学芸大学）

　 目的　青年の 　Self−Concept を 研究す る に あ た り，

forced　 distributionと free　 distr三butien との 2 つ の

規準 に も とつ く　Ω・sorting の うち，い ずれが 安定度が

高い か を実証的に検討 し た 。

　方法　大学生40名を 2 群 に わ か ち，第 1群に は　free

sorting
， 第 2 群 に は forced　 sorting を ，　 Present　Self

お よ び Ideal　Self に っ い て 行わ しめ た。 ほ ぼ 1 邇間 の・

間隔 で各群 に 再度同様な試行をなさ しめ た 。

　結果　2 回の SQrting ．間の 変動は ，予期 した よ うに ，

free　sorting 群 の Present　SeLf が 最大 （M ＝ 134．6）

Ideal　Self が そ れ に っ ぎ（M ；119．　5），
forced　sorting 群

の Present　Selfが第 3 位 （M ＝ユ03．0），ldieal　Self　thミ最小．

（M ＝87．0）で あっ た 。 し た が っ て ，forced　distribution

の方が， nieasureの 安 定度 とい う観点か らは ，す ぐ

れ て い る とい え よ う。な お，free　sorting の ば あい の 分

布に は さま ざ ま な型が 見出され，しか も 2 回の sorting

で は か な り分布型 も変化す る こ と が明らか に さ れた 。

312　青年期に おけ る同一視と 自我像

　　　　　　　　　　　　　徳 田 安 俊（福島大学〉

　仮説 ：SD 法を 用い て ，自己 ，環境中の 主要人物（父・・

母 ・友人
・先生）お よ び 種 々 の 対人行動 （協力 ・指導性・・

反抗・服従・孤 独）を評定せ しφた 場合，｛1）不適応群 （E

群）は適応群 （C 群）よ
’
りも自己 を 他人 に identifyす る こ

と が 少い で あ ろ う。 （2）C 群は 比較的積極的な 対人行動

に ，E 群は 消極的な社会行動 に近 く自己を 視 るで あろ う。

〔3庸 年後期 に は ，同
一

視 の 困 難 〔三dent三ty　d三ffusion）ヵミ見

られ る で あ ろ う。 方法 ： 自己評牢の 自己防衛や socia1

desirabilityに よ る歪 曲を 少 な くす るた め に ，　 Scale は，

相良 ・山本氏らの 研究に よ る 4 因子 か ら取 り，特に 性格

特性的な もの に しなか つ た 。
「私」と他の concepts と の

similarity の 測度 と して Osgood の D 値を 用 い た。　 Ss

27 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


